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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２２年１２月９日 

                       運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                          委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                          委   員  山 本 哲 也 

                          委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（被引浮体） 

発生日時 平成２１年８月２０日（木） １５時５０分ごろ 

発生場所 神奈川県茅ヶ崎市中島所在国道１号線馬入橋橋脚下付近 

（概位 北緯３５°１９.９０′ 東経１３９°２２．０６′） 

事故等調査の経過 平成２２年１月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

Ａ 水上オートバイ Ｔ
ティー

＆
アンド

Ｕ
ユー

、０.１トン 

   ２３５－４８１０８神奈川、有限会社邦栄建設 

   ２.８５ｍ（Lr）×１.０６ｍ×０.４３ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１８０kＷ、平成２０年８月 

Ｂ 水上オートバイ ＢＯＳＳ
ボ ス

Ⅱ、５トン未満 

   ２３０－４３０１７神奈川、個人所有 

   ２.７０ｍ×１.０８ｍ×０.４９ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１０６kＷ、平成１６年７月  

乗組員等に関する情報 船長Ａ 男性 ３４歳 

特殊小型船舶操縦士 

免許登録日 平成２０年７月２４日 

免許証交付日 平成２０年７月２４日 

       （平成２５年７月２３日まで有効） 

船長Ｂ 男性 ３４歳 

特殊小型船舶操縦士 

 免許登録日 平成１８年１２月１３日 

免許証交付日 平成１８年１２月１３日 

       （平成２３年１２月１２日まで有効） 

死傷者等 負傷 ２人（Ｂ船被引浮体搭乗者） 

損傷 Ａ なし 

Ｂ なし 

事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗船し、仲間の水上オートバイとともに、相模

川に架かる国道１号線馬入橋付近で、橋脚の周りを遊走していた。 

船長Ａは、馬入橋下流側を右岸から左岸方向に向けて航行し、流域の中

央付近から左岸寄りの橋脚脇に近づいたとき、前方にＢ船を認めて減速し

たが、その際、慌ててしまい、誤って機関の停止スイッチを押したので機

関が停止し、続いてＢ船の引くゴムボートを認めたが、Ａ船は惰性で前進

を続け、平成２１年８月２０日１５時５０分ごろ、Ｂ船がえい
．．

航していた

ゴムボートに衝突した。 
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Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗船し、搭乗者２人（以下「搭乗者Ｂ１」及び

「搭乗者Ｂ２」という。）を乗せたゴムボートを、長さ約１０ｍのロープ

でえい
．．

航して相模川の左岸寄りを下流に向けて時速約２０km で航行中、

馬入橋をくぐり抜けて下流側にある鉄橋に近づいたころ、Ａ船が、右舷側

から接近してきて、えい
．．

航していたゴムボートに衝突した。 

 ゴムボートは、Ａ船に押されて転覆し、搭乗者Ｂ１及び搭乗者Ｂ２が水

中に投げ出された。 

搭乗者Ｂ１と搭乗者Ｂ２は、救助されて陸岸に運ばれた後、救急車で病

院に搬送された。 

搭乗者Ｂ１は、外傷性急性硬膜下出血、下顎骨骨折を、搭乗者Ｂ２は左

尺骨骨折、左膝打撲、左前腕挫創を負った。 

気象・海象 気象：天気 晴、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の末期、水面 平穏 

その他の事項  船長Ａは、馬入橋の下流側を右岸から左岸方向に向けて航行中、前方と

橋脚周囲の通航船の様子をよく見ていなかった。 

搭乗者Ｂ１及びＢ２は救命胴衣を着用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、相模川馬入橋の下流側を右岸から左岸

方向に向けて航行中、船長Ａが、適切な見張りを

行っていなかったことから、Ｂ船及びＢ船がえい
．．

航するゴムボートに気付くのが遅れたものと考

えられる。 

Ｂ船は、ゴムボートをえい
．．

航して馬入橋を通過

し、下流に向けて航行中、右舷側から接近してき

たＡ船とゴムボートが衝突したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、相模川馬入橋付近において、Ａ船が遊走中、Ｂ船がゴムボー

トをえい
．．

航して遊走中、船長Ａが、適切な見張りを行っていなかったため、

Ｂ船及びＢ船がえい
．．

航するゴムボートに気付くのが遅れ、Ａ船とＢ船がえ
．

い
．
航するゴムボートとが衝突したことにより発生したものと考えられる。

 




